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本システムは、対象者が生活習慣情報を入力する携帯端末である PDA(Personal Digital 
Assistant)のほか、医療機関側に設置される Web サーバ、医師など指導者が対象者の情報
の閲覧と保健指導情報を対象者に返送する機能を有するパソコン(PC)により構成される。
そして、対象者は PDAにより、血糖値、血圧値などの生体情報のほか、運動や食品摂取な
ど生活習慣に関する情報を自分で入力し、インターネットを介してサーバへ送信すること
により、指導者からの指導情報を受信することができる。 
本システムでは、とくに保健指導に重要な食事情報の入力にあたり、食事メニュー選択
方式について工夫したほか、食品交換表をもとにした 1単位 80kcalのフードモデルを写真
に収め、データベースに登録するようにしたが、この画像によるフードモデル参照機能は、
これまでに開発されている類似の食事指導支援システムには見られない初めての試みであ
る。このような工夫により、従来のシステムでは困難であった簡便な操作で情報入力率を
高めたり、食品摂取量が曖昧にならないようにすることができ、対象者の食品摂取情報を
指導者がより正確に把握することを可能とした。また、対象者の摂取カロリーについて、
自動的に計算することができるようにしている。 
さらに本システムは、指導者による評価以外に、少数ながらも実際の受診者の立場から
のシステム評価を実施し、有用性を窺わしめる結果を得たが、これについても優れた点で
あると評価することができる。 
 このように、本研究において構築されたシステムは、食事指導を主とする保健指導に役
立つ機能を実現したこれまでにない新規性に富むものであり、とくに内臓脂肪症候群の予
防をめざした保健指導を支援するための実用的なツールとして、高い評価を与えることが
できる。 
 以上を総合した結果、本審査委員会では、本論文は「博士（応用情報科学）」の学位授与
に値する論文であると全員一致により判定した。 
 
